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１．会社／発表者紹介

会社：パナソニック エレクトリックワークス株式会社

• 家電・住宅設備など「モノづくり」で100年以上の歴史を持つ

部署：

• 松下電器創業商品の流れをくむ事業部

• ソフトウェア第三者評価組織（発足29年目）

• 開発組織から独立し、客観品質を守る立場

発表者： 築山史郎

• 第三者評価組織の創設メンバー

• 発足時よりシステムテストのリーダーとして数十プロジェクトの評価を主導

• 現在は組織（事業部）全体のプロセス改善を推進
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品質評価現場で蓄積されてきた知見を組織知として活用できないか？

• システムテストで発行したバグ票＝不具合票に目をつけた

• 不具合票は「悪さの知識」の宝箱である。これを使える形にできないか？

不具合票1枚1枚に組織のあらゆる「悪さ」の証拠が詰まっている

• プロセスの穴

• 設計思想の抜け

• レビューの盲点

行間に全部書いてある！

不具合票はプロセスとエンジニアリングの欠陥が現場で露呈した貴重な物的証拠

２．本発表の背景 ～ベテランの知見を組織知化したい～
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…しかし過去の不具合票は「開かずの宝箱」だった！

• 使われ方は個別プロジェクトの振り返りどまり

• プロジェクト終了 → 忘却の彼方

• 別のプロジェクトで同じ失敗を繰り返す

• 知見が分散・属人化しており、組織として再利用できていない

分析には 人間の目と分類の知識が必要！

• 分析できていない不具合票を読み解くのは工数的に不可能

• タグ付けやまとめは属人化しやすく、分析品質も不安定

今ならAIを使って 使えるデータにできるのではないか？

２．本発表の背景 ～工数の壁で出来ていなかったこと～
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現BTSシステムの不具合DB約9,000件と、過去BTSのDB3万件弱を集約

• 不具合票 計38,176 件

• 計608プロジェクト

• 過去20年分（2006年以降）
• ODC分析タグは一部プロジェクトのみ入力されていた

• そのままでは検索も分類も困難

• 設計〜評価の「バグピンポン」が多く、記述は冗長

• ただし品質記録としては十分安定した書式

自由文が多く、そのまま不具合分析を行うのは困難

この 38,176 件を、最初から機械可読な組織知へ変換する

３．不具合データの再構築 ～棚卸しを実施
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ほしいデータは「バグピンポン」の中に埋まっていた
• ローカルLLMを利用して、定型フォーマット内に要約

• 因果ストーリーを読みやすく要約できた

• ODC分析タグをLLMにより付加

• 不具合を様々な切り口で分析出来るようになった

美しく統一された不具合データベースを構築出来たが…

• 過去プロジェクトごとの傾向は見えるが、知見が取り出せない
• ふ～ん…昔は◯◯なバグが多かったね…  で？

欲しいのは不具合結果ではなく、不具合をどうしたら予防／発見できるかの知見だった

３．不具合データの再構築 ～フォーマットに合わせ込む
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不具合を再利用できる知識まで引き上げる戦略を検討

• バグの分類で終わらせない：１件１件を将来使える構造で残す

• 「なぜ起きた」と「どう防ぐ」かを、データ設計の段階で埋め込む

• 事象を個別プロジェクトの記録から組織の教訓へと昇華させる

• 今後もリアルタイムで利用できるよう、パイプライン処理できるように設計する

• データを再利用しやすくできるしくみ・構造も検討する

一連のパイプライン処理で教訓が取り出せるための戦略を立案

３．不具合データの再構築 ～戦略の検討 ― 事象の記録から「教訓」への昇華
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３．不具合データの再構築 ～ビフォーアフターのイメージ

知識基盤として使える姿を具現化していく
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不具合を、学習可能な組織知に変えるパイプライン全体像
データをAIで要約・正規化し、意味で束ね、関係で説明可能にし、運用可能な形式で提供した

３．不具合データの再構築 ～不具合データを失敗パターンカードへ変換する

流れ ステージ 詳細

1 データクリーニング 個人情報マスク・欠損整備 

2 共通スキーマ統合 異なる複数の表を統一フォーマットにデータ合わせ込み

3 データ要約・正規化 不具合→破られたルール→あるべき状態→予防策へ変換＋ODCタグ付け

4 意味ベース変換 意味比較可能なベクトル表現へ変換し、類似不具合をパターン化

5 ナレッジグラフ化 不具合どうしの関係を知識グラフ化し、GraphRAGに投入

6 観点補完 バグパターンを実務で使えるレビュー観点に変換

7 失敗パターンカード化 類似不具合をバグパターンとして集約し、検索しやすい辞書・配置にする

不具合データを、再利用可能な失敗知識に育てるパイプラインをデザイン
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３．不具合データの再構築 ～不具合データを4層オントロジーで正規化＋ODCタグ付

不具合票

不具合 （起きた事実）
例: 一般ユーザーで管理者向けの設定変更ができた

破られたルール （破った約束）
重要操作APIでは、認証だけでなく認可（ロール/権限）チェックを

必須にする。

あるべき状態 （本来の正しい動き）
管理者権限を持つユーザーだけが設定変更でき、権限不足な

ら 403 Forbidden を返す

予防策 （再発を防ぐ行動）
- APIごとに権限チェックを書くのをやめて、入口で必ず権限を

確認する共通部品を使う
- 一般ユーザーでの拒否テストを自動化する。

失敗パターンカード

ローカルLLMで不具合票
記載内容を整理・要約

ローカルLLMで
予防策を追記
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各不具合の文章をベクトル化（文章を数値ベクトルへ変換）し、意味の近さを計算できる形に

そのうえで、意味が近い不具合どうしをまとめて失敗パターンとして、「何が置きたか」を整理

「何を防ぐべきか」の指針をレビュー観点として抽出

似ている不具合が集まることで、個別事象の羅列ではなく再利用できる知識の塊になる

結果: 失敗パターン：369カテゴリ

レビュー観点：1107件を抽出

３．不具合データの再構築 ～ベクトル化で意味の近さを比較し「失敗パターン」に変換

この段で「言葉の一致検索」から「意味で探し、意味でまとめる」不具合空間へ進化させた
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４．不具合データの再利用
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失敗パターンカードは「作って終わり」ではない

要件〜設計〜評価〜振り返りの流れに沿って、4つのツールを実装した

• レビュー観点アドバイザ（要件・設計レビュー前） 仕様を渡すと類似不具合＋観点提案を返す

• FMEA分析表自動生成（設計検討時） 過去パターンから RPN 付きの故障モード表 を出力

• リスクの可視化（優先度判断時） FMEA × ODC のヒートマップで偏りを俯瞰

• 失敗パターンブラウザ（日常運用） キーワード・タグ検索で過去の教訓を数秒で引ける

失敗パターンカードを、不具合予防行動に接続するツール群を開発

４．不具合データの再利用 ～「悪さの知識」を未来の品質にフィードバックする
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すべて「根拠となる過去不具合」事例つきで提示

４．不具合データの再利用 ～レビュー観点の抽出・リスク分析・過去事例の活用ツール

仕様書や設計書・テキスト入力を行うと、
- 関連する推奨レビュー観点の一覧
- 推奨予防策の事例一覧
の抽出が可能
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どの機能にどんな種類（ODC分類）の不具合が集中しているかを可視化

４．不具合データの再利用 ～レビュー観点の抽出・リスク分析・過去事例の活用ツール
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観点キーワードの背景情報をマインドマップで出すため、初心者も概要を把握しやすい

４．不具合データの再利用 ～レビュー観点の抽出・リスク分析・過去事例の活用ツール

キーワード検索を行うと、
関連する下記の内容をマインドマップで出力する
- 過去よく出た不具合パターンの一覧
- 押さえるべきレビュー観点の一覧
- 再発防止策の事例一覧
- 発生していたプロジェクト一覧
- 関連する不具合の具体的証拠一覧
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レビューエージェントによる指摘１７件中３件が過去経験しないと出せない指摘であった

４．不具合データの再利用 ～実際の仕様書レビューでの効果確認事例
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５．まとめ・考察
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過去２０年分、６０８プロジェクトの不具合３８,１76件に対して

• 全件に対してODC分類タグを付加

• 全件に対して、あるべき状態・予防策を付加して記述を正規化

• 不具合情報をベクトル化し、関係性を整理→ナレッジグラフ化

• 失敗パターン 369 件（意味クラスタ 362 + ODC カテゴリ 7）

• レビュー観点 1,107 件

• 既存正規化との整合度：セマンティック類似度 0.92

• カバレッジ：全件 100%（クラスタリング + ODC カテゴリ）

0.92 は「分類の妥当性」、100% は「取りこぼしなしの網羅性」を示す
精度と網羅性の両面で実運用に載せられる品質を確保

５．まとめ・考察 ～数字で見る成果
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• ソフトウェアだけでなく、ハードウェアの不具合情報にも適用可能

• FMEAだけでなくFTA（最小カットセットの抽出）などにも応用可能

• システムの特徴に合わせて、見るべき観点を自動で選定

• ソフトウェア開発エージェンツに観点を提供
例： 「電源断中に端末の状態が変化したとき、行うべき処理は？」

• アーキテクトエージェント: 設計妥当性を見る

• 品質エージェント: FMEA 視点を見る

• 安全エージェント: FTA 視点を見る

• セキュリティエージェント: 攻撃視点を見る

• 過去不具合エージェント: 類似事故を探す

• 教育コンテンツとしての活用

当初もくろんだ組織知＝宝箱の鍵を手に入れた
過去の貴重な失敗を「使える知識」に変え、個人の反省ではなく組織の予防知見に変えることができた

５．まとめ・考察 ～次に強化すべきポイント
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ご清聴ありがとうございました

本件に関するお問い合わせ

パナソニック エレクトリックワークス株式会社

築山 まで
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